
福岡バイオコミュニティ

地域バイオコミュニティ（令和3年6月認定）

令和７年6月

福岡バイオコミュニティ推進会議

（活動報告：令和5年10月～令和7年3月）



１ ネットワーク機関の充実、３ ベンチャー企業育成、４ 異分野融合、地域間連携

【実施状況・現状分析】
●福岡バイオコミュニティ推進会議（福岡バイオコミュニティネットワーク機関）

会 員 数：846会員(産626学155金17官48) 
会 長 :ARC Therapies（株）代表取締役社長 鈴木 蘭美

※2024年に新しく会長に就任
副 会 長 :久留米大学理事長、九州大学副学長
特別顧問:九州経済産業局長、福岡県知事、久留米市長

令和6年9月 福岡バイオコミュニティフォーラム2024 開催
前年度活動報告や今年度の計画を説明、ARC Therapies社長

（新会長）、エーザイイノベーション社長講演、企業の先進事例発表等を
行い、バイオコミュニティのさらなる発展を図った。会場内で27社・機関が 
成果を報告する展示を実施。 当日参加者188名

⚫ 安価に利用できるインキュベーション施設、オープンラボ
  77室(入居率88％:令和7年3月)、ラボ利用実績:1,621件(令和6年)

⚫ 専⾨⼈材配置(12名)
研究開発の技術的支援だけでなく、企業の成長ステージ、事業内容に応じ

  た資金調達や製品化、販売戦略など幅広い支援が可能となるよう、様々な
    専⾨⼈材(アドバイザー)を設置。

⚫ 認定バイオコミュニティ連携会議
R5年度に福岡で開催した連携会議で各バイオコミュニティの課題を整理し、
内閣府に対し要望書を提出

⚫ 令和7年度、⼈材育成セミナー事業において沖縄BCと連携を検討

【今後の取組方針】
⚫ 毎年、福岡バイオコミュニティ推進会議総会を実施し、バイオ関連セミナーやコ
ミュニティ内企業の先進事例発表等を行うことで、会員への情報提供や新規
会員の増加を図り、ネットワークを強化する。

⚫ 安価に利用できるインキュベーション施設、オープンラボについては、福岡BCへ
企業を誘致する際の有力なコンテンツとして、引き続き最大限活用していく

⚫ バイオコミュニティの形成をさらに促進するため、民間のインキュベーション施設
やスタートアップ/ベンチャー支援機関との連携を強化する

⚫ 専⾨⼈材のリーダーであるプロデューサーを中心として、情報共有を図り、支援
企業ごとにチームを編成することで、必要に応じたきめ細かい専⾨的アドバイス
を提供していく。

⚫ AI/IT技術とバイオの融合を促進するため、コミュニティでの連携体制を整える

⚫ 令和7年度11月、認定バイオコミュニティ連携会議への参加（沖縄開催）
認定BC間の情報交換や課題解決のための取組について協議を行う。

⚫ 令和7年度、⼈材育成事業（セミナー）において沖縄BCと連携・実施する。
その他、バイオ産業支援事業においても、個別認定BCとの連携を検討する。

主な活動実績（令和5年10月～令和7年3月）と今後の方向性①
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２ 対象とする市場領域拡大のための研究開発、実証事業等

【実施状況・現状分析】
●研究開発支援事業
・リーディングプロジェクト
コミュニティの中核となり、波及効果が⾒込まれる企業や事業の 研究開発を支援。
令和6年度 機能性表示⾷品（市場領域③、⑤）：2テーマ
全11テーマ 創薬・再⽣医療関連（市場領域⑥）：9テーマ

・福岡バイオ産業創出事業
バイオ関連の新製品・新技術の研究開発・事業創出等を支援。可能性試験から実
 用化まで切れ目のない支援を実施。
令和6年度 可能性試験：9テーマ、育成支援型：7テーマ
全17テーマ 実用化支援型：1テーマ

・製品開発プロジェクト研究会事業
市場性の高い製品開発やマーケッティングを支援(令和6年度:7件)

●プラットフォーム事業
・ゲノム編集産業化プラットフォーム（市場領域⑦）
令和4年10月に「ゲノム編集産業化実証ラボ」を設置。国産ゲノム編集を活用した
スタートアップや県内企業の植物開発/実用化支援を継続

・オーファンドラッグ開発プラットフォーム（市場領域⑥）
大学との連携しオーファンドラッグ開発に取り組むスタートアップ企業の支援を継続。
R6年度から、起業を目指す県内アカデミアにも対象を広げて実施

・機能性表示⾷品等開発プラットフォーム（市場領域③⑤）
機能性表示⾷品届出に向けた研究会、届出相談、目利き調査、届出支援を実施。
（令和6年度: 研究会 93名受講。相談25件、目利き調査15件、機能性届出
   受理5件、SR作成2件）

●海外展開支援事業
地域企業の海外へ事業展開や販路に係る費用や、創薬ベンチャーがFDA等の海外
機関へ許認可申請に対する支援を実施。
（令和6年度実績：販路拡大支援10社、医薬品開発支援 2件）

【これらの研究開発支援の成果】
ベンチャー創業（予定）1件、特許出願1件、海外企業と業務提携1件、海外販売
開始2件、資金調達1件、米国⾷品医薬局(FDA)からのファストトラック指定１件 、
製品化件数 R6年度11件 (累計221件)、売上173億円(累計)など

【今後の取組方針】

⚫ リーディングプロジェクトをはじめとする研究開発支援事業については、シーズ段
階から製品化／事業化までをきめ細かにサポートできる現在の制度を活用し
ながら、コミュニティ内のバイオ関連企業の成長を促進する事業を継続する。

⚫ プラットフォーム事業については、「オーファンドラッグ開発」「ゲノム編集産業化」
「機能性表示⾷品開発」の３つのプラットフォームを利用した研究や製品開
発の支援を継続し、大学発スタートアップの起業支援やベンチャー企業の育
成、地域の中小企業の製品力強化に繋げていく。

⚫ また、地域企業が海外へ事業展開や販路を拡大を目的とした海外展示会
出展やイベント開催を計画している企業や、FDA等の海外機関へ許認可申
請など海外での医薬品開発を目指す創薬ベンチャーに対する支援事業を継
続する。

主な活動実績（令和5年10月～令和7年3月）と今後の方向性②
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５ ⼈材育成、⼈材確保、６ 投資環境等整備、８ バリューチェーンの構築・強化

【実施状況・現状分析】
⚫アクラセラーションプログラム(FBCAP)
ライフサイエンス分野の研究成果を活用したビジネスプランの社会実装を支援。
令和6年度:講義ビデオ(15種類) 194名受講、レビューミーティング5社参加、
ピッチイベント4社登壇

⚫ 令和6年11月 「Fukuoka Bio Night」
CIC福岡、福岡地所と共催で3部構成のイベントを開催。FBC主催の研究者ピッチで
は６件のピッチを実施。参加者131名（企業32名、VC18名、ベンチャー9名 他）

⚫ 令和6年12月 VCによる資金調達に関する個別相談 10社参加

⚫ オープンイノベーション支援事業
支援事業と事業会社等の連携構築を支援。R7年5月にマッチングイベントを開催予
定。10社参加

⚫ ⼈材育成セミナー
バイオ系の技術実習に加え、機能性表示⾷品関係、資金調達、海外展開などに関
するセミナーを開催 R6年度：9回実施 受講者数合計266名

【今後の取組方針】
⚫ アクラセラーションプログラムや資金調達に向けた教育・支援プログラムについて
は、毎年の実績を検証／評価し、より効果的な支援事業を構築していく。

⚫ ⼈材育成セミナーは、特にバイオ系技術実習について、自社の研修制度を持
たないベンチャーや地域の中小企業の要望が高いことから、ニーズに応じた内
容に⾒直しながら、継続実施していく。

⚫ ⼈材相談窓口やインターンシップマッチングについては、コミュニティ内企業の状
況を確認しながら進めていく。また、⼈材情報に関しては、県内の公的⼈材
情報や紹介制度の活用を検討し、体制を充実させる。

⚫ 投資環境の整備、バリューチェーンの構築に向け、金融機関やVC、CVC等と
情報交換しながら、次のステップに向け引き続き協議を進めていく。

７ 情報発信

【実施状況・現状分析】
⚫ 各種展示会への出展状況
・令和6年10月 BioJAPAN2024：出展とプレゼンで
福岡BCの活動をPR。ブース内に5社の出展を支援。
ブース来場404社、面談74社(FBC、出展企業合計)
・令和6年11月 ふくおか発機能性⾷品・ヘルスケア商品
展示商談会：機能性の支援メニューPRと26社の出展
を支援。 商談件数310件、商談成立33件
・令和7年1月 在上海日本国領事館での福岡⾷品PR
イベント：福岡BCの活動PRと中国展開を目指す支援
企業4社が出展。来場者140名
・令和7年2月 スーパーマーケットトレードショー2025：出展ブースにて福岡BCの活動
をPR。ブース内に5社の出展を支援。ブース来場者896社(FBC、出展企業合計)
・令和7年3月 超異分野学会:福岡BCの活動PRと10社の支援企業ポスターを展示。

⚫その他情報発信事業
・福岡バイオコミュニティHPで支援企業の最新情報を紹介

【今後の取組方針】
⚫ 現在、出展及びコミュニティ内企業の出展支援を行っている展示会については、
事業成果を精査しながら実施していく。

・令和7年6月 WOMAN Life博：フェムテック関連企業5社の出展を支援予定
・令和7年10月 BioJAPAN2025：福岡BCの活動PR。ブース内に5社の出展を
支援予定
・令和7年11月 ふくおか発機能性⾷品・ヘルスケア 商品展示商談会：機能性表示
⾷品関連の支援メニューPRと27社の出展を支援予定
・令和8年1月 在上海日本国領事館での福岡⾷品PRイベント:福岡BCの活動PRと   
支援企業中国に拠点をもつ支援企業による出展・PRを予定
・令和8年2月 スーパーマーケットトレードショー：出展ブースにて福岡BCの活動をPRと
支援企業の出展を支援

⚫ その他の情報発信については、HPやメルマガ、自治体首長による報道発表
等を有効に活用し、効果的なPRを継続していく。

主な活動実績（令和5年10月～令和7年3月）と今後の方向性②
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参考資料
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主な成果
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